
調査年 アンケート期間 回答者数 回答率

2024年 2024年6月 21人 35％

2025年 2025年6月 32人 64％

2026年 2026年6月 52人 100％

健康経営の取り組みに関する効果検証
◯当社では、社員の健康意識や生活習慣の状況を把握し、健康づくりの取り組みに生かす為、健康習慣アンケートを実施しています。

2024年～2026年の経年評価❶
健康風土に関して、健康経営の取り組みを通じて、健康づくりに関する情報提供や研修の機会がああると感じる従業員は、前年の
59％から75％に増加しました。また、職場の取り組みを活用して健康になれると感じる従業員も、50％から65％へ上昇しています。
スポーツクラブの利用補助や健康経営セミナーなどを通じ、健康づくりの機会が従業員に届き始めていることがうかがえます。 渡
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従業員の健康と仕事の調和に関するアンケートでは、ワーク・エンゲージメントが前年の2.8点から3.0点に、仕事への満足度が2.9
点から3.2点に上昇しました。また、「職場で自分が必要とされていると感じる」は2.9点でした。仕事への満足や職場での充実感に
前向きな変化が見られる一方、高ストレスを感じる従業員は31％となっており、心身の健康を支える職場づくりを今後も進めてい
きます。

2024年～2026年の経年評価❷
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働きやすさに関するアンケートでは、職場の一体感が前年の2.6点から2.9点に上昇しました。また、「自由に発言できる安心感」は
2.7点から2.9点、「仕事の進め方を自分で判断できる」は2.7点から2.9点、「少し挑戦すれば達成できる仕事である」は2.8点から3.1
点へと、いずれも前年を上回りました。自社の経営理念を理解している従業員の割合も50％から54％に増加しており、職場の一体
感や、主体的に仕事に取り組める環境について、前向きな変化が見られます。

2024年～2026年の経年評価❸
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健康増進に関するアンケートでは、「健康を損なう可能性があると分かっていても、つい続けてしまう生活習慣がある」と回答した
従業員の割合が、前年の66％から52％に減少しました。また、過度な飲酒習慣がある人は22％から12％、睡眠不足を感じている人
は50％から46％に減っています。運動についても、健康づくりを実際に始めている、または継続している「行動期・維持期」の割
合が43％から57％に増加しました。一方、週2日以上の運動習慣がない人は75％で横ばい、喫煙習慣がある人は38％から42％に増
えており、引き続き取り組む課題です。スポーツクラブの利用補助や健康セミナーなどを通じて、従業員が健康づくりを続けやすい
環境を整えていきます。

2024年～2026年の経年評価❹
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安全衛生 2024年度 2025年度 2026年度
目標値

労働災害発生件数 0件 1件 0件

死亡災害発生件数 0件 0件 0件

労働生産性の低下率では、労働生産性に関する指標では、病気による年間の平均欠勤日数が、前年の7.1日から1.1日に減少しました。
一方、体調不良やけがによる労働生産性の低下率（プレゼンティーイズム）は-20％で、前年の-21％から大きな変化はありません。欠
勤日数には改善が見られる一方、体調を抱えながら働くことによる影響は引き続き注視し、従業員が健康を保ちながら働ける環境づ
くりを進めていきます。

2024年～2026年の経年評価❺

労働安全衛生の実績と⽬標

◎ 健康習慣アンケートでは、健康づくりの機会や働きやすさ、病気による欠勤日数などに前向きな変化が見られました。
一方で、運動習慣や喫煙、ストレス、体調不良による労働生産性への影響など、引き続き取り組む課題もあります。　　　　　　　　
今後もアンケート結果を施策の見直しに生かすとともに、労働災害ゼロを目指した安全衛生の取り組みを進め、社員一人
ひとりが安心して長く働ける　職場づくりに努めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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